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小
学
生
が
駅
通
路
の
タ
イ
ル
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

12
月
2
日 

午
前
4
時
４
分
イ
ー
ス
ト
ア
イ
が
飯
山
駅
に
到
着

　

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
イ

ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
と
飯
山
市
﹆

お
よ
び
鉄
道
・
運
輸
機
構
は
﹆
市

内
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん
か

ら
﹆
タ
イ
ル
の
裏
面
に
新
幹
線
開

業
に
関
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
絵
を

自
由
に
書
い
て
も
ら
い
﹆
そ
の
タ

イ
ル
を
北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
内
の

旅
客
通
路
床
に
使
用
す
る
こ
と
を

企
画
し
ま
し
た
。

　

木
島
小
学
校
4
年
生
は
11
月

21
日
の
図
画
工
作
の
授
業
で
作
成

が
行
わ
れ
﹆
児
童
16
名
が
4
人
一

組
と
な
り
﹆
縦
30
㌢
﹆
横
30
㌢
﹆

重
さ
１・５
㍃
の
床
タ
イ
ル
に
思
い

思
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
絵
を
書
き

入
れ
ま
し
た
。
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が

ら
絵
を
書
き
入
れ
て
い
た
男
子
児

童
は
新
幹
線
が
や
っ
て
来
た
ら
東

京
に
遊
び
に
行
き
た
い
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

市
内
小
学
校
﹆
全
て
の
54
学

級
の
児
童
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
に
埋
め
込
ま

れ
﹆
よ
り
愛
着
の
あ
る
駅
に
な
り

そ
う
で
す
。

　

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
周
辺
ま

ち
づ
く
り
市
民
協
議
会
で
は
﹆
前

身
の
北
陸
新
幹
線
受
入
促
進
市

民
協
議
会
の
時
か
ら
﹆
市
民
の
皆

さ
ん
に
協
力
金
を
募
り
﹆
誘
致
運

動
や
運
営
費
な
ど
に
充
て
て
き
ま

し
た
。
長
年
の
運
動
の
成
果
が
実

り
﹆
建
設
決
定
し
て
か
ら
は
そ
の

残
金
を
基
に
﹁
飯
山
駅
開
業
関

連
事
業
費
﹂
と
し
て
１
０
０
０
万

円
を
積
み
立
て
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
に
﹆
同
協
議
会
内

に
﹁
積
立
金
使
途
検
討
部
会
﹂
を

設
置
し
﹆
以
後
先
進
地
の
視
察
や

記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
内
容
な
ど

を
調
査
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
の
使
途
検
討
部
会

で
は
﹆
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
を

基
に
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
方
向

性
を
﹁
話
題
性
の
あ
る
物
﹂﹁
待

合
場
所
の
目
印
と
な
る
物
﹂﹁
地

域
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
に
関
連

開
業
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
﹁
か
ら
く
り
時
計
﹂
が　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
幹
線
飯
山
駅
舎
内
に
設
置
さ
れ
ま
す

　

飯
山
駅
に
新
幹
線
車
両
が
入

る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
﹆
こ
の

日
は
﹆
９
０
０
名
の
応
募
の
中
か

ら
抽
選
で
選
ば
れ
た
１
０
０
名
の

市
民
の
皆
さ
ん
と
﹆
市
や
県
の
関

係
者
﹆
国
会
議
員
の
方
々
な
ど
あ

わ
せ
て
２
０
０
名
が
真
新
し
い
駅

舎
で
イ
ー
ス
ト
・
ア
イ
を
出
迎
え

ま
し
た
。

　

長
野
駅
を
午
前
1
時
30
分
頃

出
発
し
た
車
両
は
﹆
時
速
30
㍃
の

走
行
で
﹆
長
野―

飯
山
間
の
軌
道

等
を
検
査
し
な
が
ら
﹆
菜
の
花
大

橋
を
越
え
て
4
時
4
分
に
み
ゆ
き

野
吹
奏
楽
団
に
よ
る
唱
歌﹁
故
郷
﹂

の
演
奏
の
中
﹆
飯
山
駅
に
歴
史
的

な
一
歩
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。

　

到
着
後
﹆
北
陸
新
幹
線
試
験

走
行
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
﹆

足
立
市
長
は
﹁
昭
和
48
年
に
北
陸

新
幹
線
東
京
・
大
阪
間
の
整
備
計

あ
る
物
﹂
と
し
﹆
い
く
つ
か
の
案

の
中
か
ら
﹁
か
ら
く
り
時
計
﹂
を

選
定
し
ま
し
た
。

　

11
月
29
日
に
行
わ
れ
た
同
協

議
会
の
臨
時
総
会
で
は
﹆
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
を
﹁
か
ら
く
り
時
計
﹂
と

す
る
案
と
﹆
こ
の
事
業
に
要
す
る

経
費
を
１
０
０
０
万
円
と
す
る
案

が
提
案
さ
れ
﹆
全
員
一
致
で
議
決

さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
か
ら
く
り

時
計
の
製
作
を
行
う
業
者
の
選

定
が
行
わ
れ
﹆
請
負
希
望
の
あ
っ

た
二
社
よ
り
提
案
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
﹆
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
や
保
守
契
約
﹆

耐
用
年
数
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が

出
さ
れ
﹆
投
票
の
結
果
﹆
株
式
会

社
ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
ア
オ
イ︵
和

歌
山
県
︶
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

同
社
が
提
案
す
る
﹆
か
ら
く
り

時
計
は
﹆
長
野
県
無
形
民
俗
文
化

完成予想図（からくり演出時）

左右の扉が順番にスライドし音楽に合わせて「五束太々神楽」の舞が始ま
ります。クライマックスには中央の時計が上がり「岩戸開きの舞」が行わ
れます。

2 面の鏡を使用し、1体の
人形が 4 体いるように映り
舞を舞います。

音響用スピーカー

完成予想図（通常時）

本体左右のからくり扉に配され
た円形の切絵装飾に明かりがと
もり、飯山のふるさとの風景に
想いを馳せさせます。

駅舎合築都市施設内に設置予定
財
と
な
っ
て

い
る
﹁
五
束

太
々
神
楽
﹂

を
題
材
と
し

て
い
て
﹆
北

陸
新
幹
線

飯
山
駅
舎
の

合
築
都
市

施
設
内
に
設

置
さ
れ
る
予

定
で
す
。

画
が
決
定
さ
れ
て
か
ら
40
年
﹆
つ

い
に
新
幹
線
車
両
が
飯
山
に
や
っ

て
来
た
。
新
幹
線
誘
致
﹆
建
設
運

動
は
開
業
ま
で
に
と
ど
ま
る
こ
と

な
く
﹆
開
業
後
は
地
元
周
辺
自

治
体
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
協
力
で
開

業
効
果
を
活
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
﹆
広
域
観
光
連

携
﹆
ま
ち
づ
く
り
な
ど
今
後
も
一

層
﹆
周
辺
市
町
村
長
と
協
力
し
な

が
ら
新
幹
線
を
活
か
し
た
地
域
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。﹂

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
﹆
出
迎
え
ら
れ
た
市
民

の
皆
さ
ん
は
﹆
堂
々
と
入
場
す
る

イ
ー
ス
ト
ア
イ
に
元
気
に
旗
を
振

り
歓
迎
の
気
持
ち
を
表
現
し
て
い

ま
し
た
。
新
幹
線
開
業
へ
の
思
い

を
寄
せ
た
横
断
幕
や
プ
ラ
カ
ー
ド

を
持
参
さ
れ
た
方
や
﹆
手
作
り
の

獅
子
頭
を
か
ぶ
り
法
被
を
着
た
小

学
生
な
ど
が
歓
迎
﹆
祝
福
ム
ー
ド

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

飯
山
の
食
と
自
然
を
Ｐ
Ｒ
し
た

横
断
幕
で
出
迎
え
た
女
性
は
﹆
昭

和
63
年
に
行
わ
れ
た
﹁
北
陸
新
幹

線
飯
山
駅
ル
ー
ト
実
現
緊
急
住

民
総
決
起
大
会
︵
一
万
人
集
会
︶﹂

に
も
参
加
し
た
と
い
う
こ
と
で

﹁
ホ
ー
ム
に
上
る
階
段
の
一
歩
一
歩

が
感
慨
深
か
っ
た
。﹂
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

イ
ー
ス
ト
ア
イ
は
５
時
す
ぎ
に

飯
山
駅
を
出
発
し
﹆
上
越
妙
高
駅

に
向
か
い
ま
し
た
。
今
後
﹆
来
年

の
3
月
28
日
ま
で
夜
間
を
中
心
に

試
験
走
行
を
行
う
予
定
で
﹆
12
月

6
日
か
ら
は
営
業
車
両
の
Ｅ
２
系

も
走
行
し
ま
す
。
最
終
的
に
は
時

速
２
６
０
㍃
で
試
験
走
行
す
る
予

定
で
﹆
積
雪
時
の
走
行
の
安
定
性

な
ど
の
確
認
も
す
る
予
定
で
す
。

　

北
陸
新
幹
線
開
業
ま
で
あ
と

1
年
3
ヵ
月
。
飯
山
の
夢
が
現
実

に
な
る
瞬
間
ま
で
あ
と
わ
ず
か
で

す
。

　
開
業
を
1
年
3
ヵ
月
後
に
控
え
﹆
着
々
と
工
事
が
進
む
新
幹
線
飯
山

駅
に
12
月
2
日
早
朝
﹆
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
新
幹
線
電
気
・
軌
道
総
合
検
測

車
﹁
イ
ー
ス
ト
・
ア
イ
﹂
が
到
着
し
ま
し
た
。

歓迎のくす玉が割られました

ゆるキャラたちもお出迎え

市民の皆さんも横断幕やプラカード
で歓迎しました

鉄道・運輸機構北陸新幹線建設局、林局長と JR 東日
本長野新幹線運輸区小穴運転手に花束が贈られました

故郷の演奏で会場を温めた
みゆき野吹奏楽団の皆さん
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教
育
委
員
会
と
信
州
大
学
工
学
部
図
書
館
が

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

連
携
協
定
を
結
ぶ

　

11
月
19
日
﹆
市
役
所
に
お
い
て

信
州
大
学
工
学
部
図
書
館
と
飯

山
市
教
育
委
員
会
と
の
連
携
協

定
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
連
携
協
定
は
﹆
飯
山
図

書
館
と
信
州
大
学
付
属
図
書
館

の
相
互
で
蔵
書
の
貸
し
借
り
を
し

た
り
図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト
や
研
修

を
合
同
で
開
催
す
る
こ
と
な
ど
を

盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
蔵

書
検
索
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
﹆
互
い

の
蔵
書
が
調
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
﹆
市
民
の
皆
さ
ん
は
﹆
約

１
２
５
万
冊
の
信
州
大
学
付
属
図

書
館
の
蔵
書
も
借
り
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
日
﹆
飯
山
図
書
館
で
は
﹆

46
冊
の
工
学
部
図
書
館
の
蔵
書
を

並
べ
た
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま

し
た
。︵
詳
細
は
34
㌻
︶

　

工
学
部
図
書
館
が
自
治
体
の

図
書
館
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
の
は

初
め
て
で
す
。

長瀬教育長と握手を交わす信州大工学部寺沢図書館長

　

11
月
24
日
﹆﹁
農
の
ま
つ
り
﹂

が
太
田
地
区
五
荷
の
ト
ピ
ア
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
農
業
を
テ
ー
マ
と

し
た
作
文
﹆
図
画
の
表
彰
︵
広
報

11
月
号
参
照
︶
や
農
業
賞
の
授

与
式
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
﹁
実
り
の
秋

に
感
謝
﹂。
今
年
も
無
事
に
農
産

物
を
収
穫
で
き
た
こ
と
に
感
謝

し
﹆
安
心
安
全
で
お
い
し
い
農
産

物
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
試
食
し
て

い
た
だ
く
こ
と
な
ど
を
目
的
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
冒
頭
で
松
永

農
業
委
員
会
長
は
﹁
猛
暑
﹆
多

雨
﹆
台
風
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
天
候

の
異
変
が
続
い
た
が
﹆
農
産
物
は

お
お
む
ね
豊
作
と
な
っ
た
。
今
年

は
走
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
や
郷
土

料
理
を
中
心
と
し
た
月
あ
か
り

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
な
ど

も
あ
っ
た
が
﹆
こ
れ
か
ら
も
飯
山

の
魅
力
あ
る
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
た
い
。﹂
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

式
典
後
は
餅
つ
き
大
会
や
地

域
農
産
物
を
使
っ
た
料
理
﹆
新

米
の
お
に
ぎ
り
﹆キ
ノ
コ
汁
﹆ソ
バ
﹆

小
麦
で
作
っ
た
ピ
ザ
な
ど
も
振
舞

わ
れ
﹆
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
飯
山
の

お
い
し
い
農
産
物
を
堪
能
し
て
い

ま
し
た
。

実
り
の
秋
に
感
謝

 

農
の
ま
つ
り
で
農
産
物
を
堪
能

図画、作文コンクール、農業賞受賞者の皆さん

市内で収穫された農産物の試食コーナーには長い行列が

　

全
国
で
も
有
数
の
豪
雪
地
で

あ
る
信
越
自
然
郷
に
は
豊
富
な

雪
資
源
を
活
用
し
た
数
多
く
の
ス

キ
ー
場
が
あ
り
﹆
そ
の
中
で
信
越

自
然
郷
の
連
携
と
し
て
﹆
エ
リ
ア

内
ス
キ
ー
場
で
使
用
で
き
る
共
通

リ
フ
ト
ク
ー
ポ
ン
券
が
今
シ
ー
ズ

か
ら
発
売
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
﹁
信
越
自
然

郷
ス
ー
パ
ー

バ
リ
ュ
ー
チ

ケ
ッ
ト
﹂
と

銘
打
っ
た
こ

の
チ
ケ
ッ
ト

は
飯
山
市
﹆
中

野
市
︵
中
野
市

内
の
ス
キ
ー
場

は
今
期
営
業
な

し
︶﹆
妙
高
市
﹆

飯
綱
町
﹆
信
濃

町
﹆山
ノ
内
町
﹆

木
島
平
村
﹆
栄

村
﹆
野
沢
温
泉

村
に
あ
る
22
カ

所
40
の
全
て
の

ス
キ
ー
場
で
リ

フ
ト
1
日
券

と
交
換
で
き
ま

こ
れ
ま
で
に
な
い
広
域
エ
リ
ア
ス
ケ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

 

信
越
自
然
郷
の
ス
キ
ー
場
が
連
携

す
。リ
フ
ト
1
日
券
割
引
の
ほ
か
﹆

ス
キ
ー
場
に
応
じ
て
﹆
食
事
券
や

温
泉
入
浴
券
﹆
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス

が
付
加
さ
れ
た
お
得
な
5
枚
つ
づ

り
チ
ケ
ッ
ト
で
１
０
０
０
枚
限
定

販
売
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
だ
け
の
ス
ケ
ー
ル
で
ス

キ
ー
場
が
連
携
す
る
こ
と
は
﹆
か

つ
て
な
い
こ
と
で
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
ス
キ
ー
活
性
化
の
取
り
組

み
の
第
一
歩
に
も
な
り
ま
す
。

■
販
売
期
間

　
12
月
1
日
㈰
～

　
　
　
平
成
26
年
3
月
30
日
㈰

　
　
　
︵
売
り
切
れ
次
第
終
了
︶

■
利
用
期
間

　
12
月
21
日
㈯
～

　
　
平
成
26
年
3
月
30
日
㈰

■
チ
ケ
ッ
ト
料
金︵
5
枚
つ
づ
り
︶

　
　
２
０
０
０
０
円
︵
税
込
み
︶

■
購
入
方
法
︵
信
州
い
い
や
ま
観

光
局
に
て
次
の
販
売
方
法
で
販
売

し
て
い
ま
す
。︶

・
観
光
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
販
売

・
観
光
局
へ
の
電
話
で
の
購
入
申
込

・
市
役
所
2
階
の
観
光
局
事
務
室
に      

　

て
直
接
販
売

・
道
の
駅
﹁
花
の
駅
千
曲
川
﹂
で
の
直

　

接
販
売

■
提
携
ス
キ
ー
場

○
飯
山
市

　
斑
尾
高
原
ス
キ
ー
場

　
斑
尾
高
原
サ
ン
パ
テ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
場

　
戸
狩
温
泉
ス
キ
ー
場

　
北
竜
温
泉
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場

○
木
島
平
村　

　
木
島
平
ス
キ
ー
場

○
野
沢
温
泉
村

　
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場

○
栄
村　

　
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場

○
山
ノ
内
町　

　
Ｘ-

Ｊ
Ａ
Ｍ
高
井
富
士
ス
キ
ー
場

　
よ
ま
せ
温
泉
ス
キ
ー
場

　
北
志
賀
小
丸
山
ス
キ
ー
場

　
竜
王
ス
キ
ー
パ
ー
ク

　
志
賀
高
原
ス
キ
ー
場
︵
全
山
︶

○
信
濃
町　

　
黒
姫
高
原
ス
ノ
ー
パ
ー
ク

　
タ
ン
グ
ラ
ム
ス
キ
ー
サ
ー
カ
ス

○
飯
綱
町

　
い
い
づ
な
リ
ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場

○
妙
高
市　

　
関
温
泉
ス
キ
ー
場

　
休
暇
村
妙
高
ル
ン
ル
ン
ス
キ
ー
場

　
妙
高
ス
キ
ー
パ
ー
ク

　
赤
倉
温
泉
ス
キ
ー
場

　
赤
倉
観
光
リ
ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場

　
池
の
平
温
泉
ス
キ
ー
場

　
妙
高
杉
ノ
原
ス
キ
ー
場

  

信
越
9
市
町
村
広
域
観
光
連
携
会
議
︵
取
扱
：
信
州
い
い
や
ま
観
光
局 

☎
�
３
１
３
３
︶

職
員
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
と

　
　
　

電
子
掲
示
板
を
整
備
し
ま
し
た

　
庶
務
課
庶
務
係 

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
３
３
３

　

市
役
所
窓
口
改
善
の
一
環
と
し

て
﹆
12
月
か
ら
本
庁
お
よ
び
活
性

化
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
等
の
全
職

員
が
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
用
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
左
胸
に
は

﹁
市
の
マ
ー
ク
﹂
を
﹆
左
腕
に
は
飯

山
市
と
縁
の
深
い
﹃
文
化
学
園
﹄

の
生
徒
作
成
に
よ
る
﹁
飯
山
市
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
ロ
ゴ
﹂
を
﹆
背
中

に
﹁
信
越
自
然
郷
﹂
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
入
れ
﹆
飯
山
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
﹆
統
一

し
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
用
す
る

こ
と
で
職
員
の
業
務
に
対
す
る
意

識
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
﹆
1
階
市
民
ホ
ー
ル
の
一

角
に
﹁
電
子
掲
示
板
﹂
を
設
置

し
ま
し
た
。
今
ま
で
は
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
に
会
議
予
定
を
手
書
き
で

表
示
し
て
い
ま
し
た
が
﹆
電
子
掲

示
板
の
設
置
に
よ
り
﹆
会
議
の
予

定
や
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
﹆
各
種

情
報
等
を
モ
ニ
タ
ー
に
表
示
す
る

こ
と
が
で
き
﹆
各
種
情
報
を
視
覚

的
に
表
示
す
る
こ
と
で
来
庁
さ
れ

る
皆
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

図
り
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
窓
口
改
善
を
積
極

的
に
進
め
て
き
ま
し
た
が
﹆
今
後

も
引
き
続
き
改
善
を
行
い
﹆
気
持

ち
よ
く
来
庁
し
て
い
た
だ
け
る
こ

と
と
﹆
あ
わ
せ
て
新
幹
線
開
業
に

向
け
て
﹆
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

も
図
っ
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み

を
随
時
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

安
心
﹆
安
全
な
冬
を
祈
願
し
て

除
雪
事
業
安
全
祈
願
祭
・
冬
期
ス
キ
ー
場
安
全
祈
願
祭 

開
催

　

11
月
22
日
﹆
克
雪
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
﹆
平
成
25
年
度
除
雪
事
業

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
﹆
除
雪
委
託
業
者
お

よ
び
工
区
担
当
者
﹆
市
の
担
当
者

あ
わ
せ
て
約
50
名
が
参
加
し
﹆
作

業
の
安
全
と
更
新
さ
れ
た
新
し
い

除
雪
機
械
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し

た
。

　
こ
の
あ
と
市
役
所
に
場
所
を
移

し
安
全
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
﹆
受
講
者
は
シ
ー
ズ
ン
中
の
事

故
防
止
の
た
め
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
12
月
2
日
に
飯
笠
山
神

社
で
は
﹆
冬
期
ス
キ
ー
場
の
安
全

祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
間
近
に
控

え
た
こ
の
日
は
飯
山
市
と
木
島
平

村
の
ス
キ
ー
場
﹆
観
光
関
係
者
﹆

36
名
が
集
ま
り
﹆
今
シ
ー
ズ
ン
の

ス
キ
ー
場
の
安
全
と
適
度
な
降
雪

を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

長
期
予
報
で
は
﹆
平
年
に
比
べ

寒
く
雪
の
多
い
年
に
な
る
と
の
予

報
で
す
が
﹆
安
心
﹆
安
全
な
冬
の

生
活
で
明
る
い
春
を
迎
え
た
い
も

の
で
す
。

除雪事業安全祈願祭

1 階エレベーターホールの右手に設置された電子掲示板



6

　
　新幹線開業まで 2 年を切った今年は、信越 9 市町村のエリアネームが「信
越自然郷」に決まり、さまざまな開業前イベントが開催され、高まる気運を
感じることができた 1 年でした。　
　平成 25 年の飯山市の一年を振り返ります。

飯山市の動き （平成 25 年１月～ 12 月）
1 月 28 日 ①新潟県糸魚川市と観光交流都市協定締結
2 月 10 日
　　 11 日 　第 31 回いいやま雪まつり

2 月 12 日 　石川県小松市と観光交流都市協定締結
2 月 20 日 　石川県七尾市と観光交流都市協定締結

2 月 24 日 　飯山市出身、竹内択選手がイタリアで行われたノルディックスキー世界選手
　権男女混合団体で金メダルを獲得

2 月 25 日    富山県高岡市と観光交流都市協定締結
2 月 27 日 　富山県富山市と観光交流都市協定締結
3 月 18 日 ②北澤宏一さんが 5 人目の飯山市名誉市民に（5/18 名誉市民称号贈呈式）

3 月 20 日 ③信越 9 市町村ブランドシンポジウムが開催され、9 市町村のエリアネームが
　「信越自然郷」に決定

3 月 29 日 　飯山市第 5 次総合計画「技と縁（えにし）のまち飯山」策定
4 月 12 日 　新幹線飯山駅合築都市施設起工式開催
4 月 29 日 　北信消防協会大観閲式が野沢温泉村で開催され飯山市消防団も参加

5 月3日
   ～ 5日

④第 30 回いいやま菜の花まつり開催（⑤新幹線駅開業前イベントとして FM
　ラジオ公開生収録が行われる）

5 月 10 日 ⑥竹内択さんが 2 組目の飯山市観光大使に
5 月 25 日 　飯山市水防訓練
5 月 26 日 ⑦新幹線駅開業前イベント、アスパラまつり開催
6 月 23 日 ⑧飯山市消防団ポンプ操法・ラッパ吹奏大会開催
6 月 29 日 ⑨新幹線駅開業前イベント、飯山線走る農家レストラン開催
 7 月 1 日 ⑩高橋まゆみ人形館、入館者 50 万人突破

  7 月 7 日 　北信消防協会ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会開催

  7 月 15 日 ⑪国の重要無形民俗文化財に指定されてから初めて、小菅柱松柴燈行事が開
　催される

  7 月 23 日 　大阪市城東区と友好交流に係る確認書を締結
  8 月 10 日 ⑫いいやま灯篭まつり開催
8 月 13 日 　岳北消防本部新庁舎起工式

  8 月 15 日 ⑬成人式開催（新成人 275 名）

8 月 26 日 　信越自然郷が県の「山岳高原を活かした世界水準の滞在型観光地づくり」
　のモデル地域に指定される

 9 月 7 日 ⑭飯山市総合防災訓練 柳原地区で開催（参加住民 200 名）
9 月 16 日 ⑮台風 18 号で倒木、土砂崩落などの被害が発生

9 月 29 日
⑯新幹線駅開業前イベント、北信州ハーフマラソン開催（参加 1582 名）
⑰新幹線駅開業前イベント、信越自然郷うまいもの市開催

10 月 5 日
          6 日 ⑱第 13 回いいやま花フェスタ開催

10 月 7 日 　飯山駅前広場の名称 千曲川口広場、斑尾口広場に決定
10 月 13 日 ⑲第 40 回飯山市駅伝大会開催　木島 A チームが 10 年ぶりの優勝
10 月 19 日 　あれから 30 年 57・58 水害を語り継ぐ集い開催
10 月 20 日 　飯山市景観シンポジウム開催
10 月 26 日 　新幹線駅開業前イベント、2 回目の飯山線走る農家レストラン開催
11 月 9 日
        10 日 　第 21 回飯山市サマージャンプ大会開催

11 月 11 日 　市内で例年より早い初雪が観測される

12 月 2 日 ⑳北陸新幹線試験車両イーストアイが新幹線飯山駅にお目見え
　新幹線駅開業前イベント、北陸新幹線試験車両走行歓迎イベント開催

飯山市この一年
平成 25 年

①　糸魚川市と観光交流都市協定

②　5 人目の名誉市民となった北澤宏一さん

③　信越 9 市町村ブランドシンポジウム

④　たくさんのお客様でにぎわう菜の花まつり

⑥　2 組目の観光大使となった竹内択さん

⑧ ポンプ車の部で大会 6 連覇を達成した第 6 分団

⑩　高橋まゆみ人形館入館者 50 万人を突破

⑫　幻想的ないいやまの夏、灯篭まつり

⑭　総合防災訓練で避難する住民の皆さん

⑪ 国の重要無形文化財、小菅の松子⑬ 成人式に集まる新成人の皆さん⑱ 花フェスタ 新幹線のモニュメント

⑮　松倉区では台風 18 号により倒木⑮　地域の絆を肩にかけスタート

北陸新幹線飯山駅開業前イベント　
　

　

北陸新幹線飯山駅開業前イベントを開催。
市民の皆さんと開業の気運を高めました。

⑯　北信州ハーフマラソンで市内を走るランナー

⑦　アスパラまつりでは長い行列ができました

⑤　FM ラジオの公開生放送を菜の花まつり会場で

⑰　信越自然郷のうまいものが集結、にぎわいました

※ 白抜き数字は左の写真の番号

7 市報いいやま / 13.12

⑳　ようこそイーストアイ

⑨　農家レストラン内で食事をされるお客様



　

平
成
24
年
度
の
飯
山
市
国
民

健
康
保
険
加
入
者
の
特
定
健
診

受
診
率
は
34
・
2
㌫
と
約
3
人

に
1
人
が
年
に
1
度
の
健
康
診
断

を
受
け
て
い
る
も
の
の
﹆
い
ま
だ

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
で
あ
る
健

診
を
受
け
る
人
が
少
な
い
状
況
で

す
。
自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
こ
そ

健
診
を
受
け
体
の
状
態
を
知
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
以
下
の
グ
ラ
フ

は
生
活
習
慣
病
で
の
受
診
状
況
を

表
し
て
い
ま
す
。
年
齢
が
上
が
る

つ
れ
生
活
習
慣
病
で
の
受
診
者
数

自
分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く
り
﹆
守
り
ま
し
ょ
う
!!

が
増
加
し
て
い
き
ま
す
。︵
図
1
︶

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
に
は
ま

ず
健
診
を
受
け
て
自
分
の
体
の
状

態
を
知
る
こ
と
が
第
一
歩
と
な
り

ま
す
。

　

市
で
は
平
成
25
年
度
よ
り
﹆
よ

り
多
く
の
皆
さ
ま
に
健
診
を
受

診
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
﹆
特
定

健
診
の
受
診
料
を
無
料
と
し
ま

し
た
。
ま
た
﹆
以
前
に
引
き
続
き

人
間
ド
ッ
ク
の
補
助
も
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

知
る
は
健
康
へ
の
第
一
歩

　

受
け
て
い
ま
す
か
特
定
健
診

新
し
い
民
生
児
童
委
員
さ
ん
の
紹
介

　
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係 

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
１
７
２・１
８
８

　
保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係 

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
１
８
１・１
８
２・１
８
７

　

12
月
３
日
﹆
飯
山
市
民
生
児

童
委
員
協
議
会
総
会
な
ら
び
に

辞
令
伝
達
式
が
開
催
さ
れ
﹆
12

月
１
日
か
ら
地
域
福
祉
の
最
前
線

で
ご
活
躍
い
た
だ
く
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
に
﹆
足
立
市
長
か
ら
辞
令

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
は
﹆
退
任
さ
れ
る

皆
さ
ん
へ
の
感
謝
状
伝
達
式
も
同

時
に
行
わ
れ
﹆足
立
市
長
か
ら
は
﹆

長
い
間
ご
尽
力
さ
れ
た
皆
さ
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感
謝
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ら
れ
ま
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この制度は、住民の中から選ばれた委員が、地域住民から社会福祉
にかかわる相談を受け支援を行う制度です。地域に根ざした福祉活
動を展開し、あたたかな地域社会づくりを目指しています。
●その役割と活動は？
　援助を必要とする人が、住み慣れた地域でずっと安心して暮らし
ていけるように、皆さんの立場で親身になって相談を聞いたり、心
配事を解決するためにいろいろな福祉サービスを紹介したり、必要
に応じて役所など関係機関との調整役を務めます。また飯山市では、
冬期間、住宅除雪支援事業の窓口も担当していただいています。
●その選出は？
　地元で選出された候補者について、市の「民生委員推薦会」で選考・
推薦され、県知事に推薦されます。県知事は厚生労働大臣に推薦し、
厚生労働大臣が委嘱します。
●その担当は？
　民生委員は児童福祉法により児童委員も兼ねることになっていま
す。民生・児童委員は、担当する集落が定められている「区域担当
委員」と、その地区全体の児童問題を専門に担当する「主任児童委員」
とに分けられ、任期は３年となっています。

民 生 児 童 委 員 と は ？
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健
診
結
果
は
宝
物

　

結
果
に
基
づ
く
健
康
づ
く
り

　

健
康
診
断
の
結
果
は
﹆
毎
日
の

食
生
活
や
身
体
活
動
﹆ス
ト
レ
ス・

遺
伝
・
加
齢
減
少
な
ど
な
ど
﹆
さ

ま
ざ
ま
な
体
の
状
態
を
予
測
す
る

ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
そ

の
ヒ
ン
ト
を
も
と
に
自
分
の
生
活

習
慣
を
振
り
返
り
﹆
見
直
し
た
り

改
善
す
る
こ
と
が
健
康
づ
く
り
の

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

健
康
は
1
日
で
は
成
し
得
ま

せ
ん
が
﹆
１
日
1
日
の
積
み
重

ね
が
何
よ
り
大
切
で
す
。
健
診

結
果
の
見
方
や
健
康
づ
く
り
の

ア
ド
バ
イ
ス
は
市
役
所
の
保
健

師
・
栄
養
士
が
い
つ
で
も
お
手
伝

い
い
た
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

被保険者数 生活習慣病（図１）
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足立市長より一人ひとりに辞令が手渡されました。

特定保健指導を受けて、メタボ
を改善した方にインタビュー !!
　
　平成 24 年特定健診を受けてメタ
ボが発覚した常盤の I さん（63 歳）
は 10 月より保健師
の継続的支援を受
けながら、メタボ
改善の取り組みを
スタート。
・毎日の散歩
・お菓子を食べない
・腹八分目
を 6 ヵ月間継続、今年の健診では見
事、メタボが解消されました。

体重 腹囲

スタート時 72.9kg 88.2cm
6 ヵ月後 68.3kg 85.0cm

該当者 受診者 受診率 該当者 受診者 受診率
男 2532 533 21.05% 2526 626 24.78%
女 2385 643 26.96% 2326 701 30.14%
計 4917 1176 23.92% 4852 1327 27.35%

平成 24 年度 平成 25 年度

受診率の目標は 50% !!
　平成 25 年 4 月からの無料化もあり、特定健診の受診率が下表
のようにアップしましたが、まだまだ県下では低い受診率です。
積極的に特定健診を受診して、健康の維持に努めましょう。

単位：人

男性 女性 全体
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収  入 今年度予算額 上半期執行額 執行率

水道事業収益　合計 4 億 4093 万円 2 億 2799 万円 51.7％
営 業 収 益  計 4 億 2666 万円 2 億 2413 万円 52.5％
給 水 収 益 4 億 215 万円 2 億 1718 万円 54.0％
受 託 工 事 収 益 1050 万円 400 万円 38.1％
そ の 他 営 業 収 益 1401 万円 295 万円 21.1％
営 業 外 収 益  計 1427 万円 386 万円 27.0％
他会計補助金、雑収益等 1427 万円 386 万円 27.0％

■収益的収支の予算執行状況（経営状況）

区　分 今年度上半期 前年度上半期 前年対比
給 水 件 数 6515 戸 6558 戸 99.3％
配 水 量 122 万 9888㎥ 131 万 3388㎥ 93.6％
１日平均配水量 6721㎥ 7177㎥ 93.6％
給 水 量 96 万 5508㎥ 97 万３655㎥ 99.2％
１日平均給水量 5276㎥ 5321㎥ 99.2％
有 収 率 78.5％ 74.1％ 105.9％

■給水状況（上半期水道事業）

借入先 前年度末残高 上半期償還額 未返済残高
財務省財政融資資金 12 億 6810 万 3823 万 12 億 2987 万
公 営 企 業 金 融 基 金 4 億 4300 万 1386 万 4 億 2914 万

合　計 17 億 1110 万 5209 万 16 億 5901 万

上半期の収支差引（消費税含む）
2 億 2799 万円 － 1 億 7632 万円＝ 5167 万円

支  出 今年度予算額 上半期執行額 執行率
水道事業費用 合計 4 億 4093 万円 1 億 7632 万円 40.0％
営 業 費 用  計 3 億 4167 万円 1 億 5490 万円 45.3％
原水および浄水費 4513 万円 1879 万円 41.6％
配水および給水費 5136 万円 1645 万円 32.0％
受 託 工 事 費 1050 万円 514 万円 48.9％
総 係 費 3435 万円 1614 万円 47.0％
減 価 償 却 費 1 億 9350 万円 9675 万円 50.0％
資 産 減 耗 費 322 万円 161 万円 50.0％
そ の 他 営 業 費 用 361 万円 2 万円 0.6％
営 業 外 費 用  計 9906 万円 2142 万円 21.6％
支 払 利 息 等 9906 万円 2142 万円 21.6％
予 備 費 20 万円 0 万円 0.0％

■企業債（借入金）償還状況（上半期）

※給水量…有収水量のこと（水道料金の対象となった水量）
※有収率…配水量に対する有収水量の割合

※営業費用のうち、減価償却費、資産減耗費については 25 年度見込
　額の 2 分の１を執行額として集計しています。

※平成 25 年度上半期は、企業債の新規借入はありません。

　平成 25 年度上半期の水道事業の業務状況をお知
らせします。（数値は平成 25 年９月末現在）

【給水の状況】
　上半期の給水量は、約 96.6 万㎥となり、前年度
   より微減となりました。

【建設改良工事の状況】　（主な工事内容）
　・山岸水源水道施設整備工事
　・新幹線飯山駅周辺整備事業関連水道管布設工事

平成 25 年度上半期の経理状況など
水道事業会計

今の水道水はすべて地下水になりました。
この安心、安全な水をこれからの未来につなぐため、
飯山市の水道事業に皆さまのご理解とご協力をお願い
します。

収入内容 予算額 収入済額 収入率
地方交付税 53 億 2995 万円 35 億 1227 万円 65.9％
市 　 税 22 億 5000 万円 12 億 6665 万円 56.3％
国庫支出金 26 億   831 万円 3 億 3750 万円 12.9％
県 支 出 金 5 億 7784 万円 9972 万円 17.3％
諸 収 入 11 億 4439 万円 5409 万円 4.7％
市 　 債 28 億 950 万円 0 万円 0.0％
そ の 他 25 億 8870 万円 11 億  769 万円 42.8％

支出内容 予算額 支出済額 執行率
土 木 費 69 億 9263 万円 9 億 9464 万円 14.2％
民 生 費 29 億 9008 万円 10 億 2603 万円 34.3％
総 務 費 16 億 5383 万円 5 億 8558 万円 35.4％
公 債 費 12 億 4650 万円 6 億   411 万円 48.5％
商 工 費 10 億 4837 万円 6 億 2854 万円 60.0％
教 育 費 10 億 1974 万円 3 億 8563 万円 37.8％
衛 生 費 9 億 4967 万円 2 億 8538 万円 30.1％
農林水産業費 5 億 7827 万円 1 億   393 万円 18.0％
そ の 他 8 億 2960 万円 4 億 3363 万円 52.3％

２．特別会計の状況
会　計 予算額 収入済額 執行率支出済額

簡 易 水 道 等 2 億 4271 万円 5000 万円 20.6％
7135 万円 29.4％

公 共 下 水 道 9 億 6526 万円 1 億 514 万円 10.9％
3 億 7893 万円 39.3％

特 定 環 境 保 全
公 共 下 水 道 3 億 6948 万円 5080 万円 13.7％

1 億 6133 万円 43.7％

農 業 集 落 排 水 3 億 3035 万円 5027 万円 15.2％
1 億 4854 万円 45.0％

国 民 健 康 保 険 27 億 3585 万円 10 億 2873 万円 37.6％
10 億 9009 万円 39.8％

後期高齢者医療 2 億 2853 万円 7317 万円 32.0％
8574 万円 37.5％

介 護 保 険 25 億 8695 万円 10 億 4623 万円 40.4％
10 億 6267 万円 41.1％

介 護 サ ー ビ ス 869 万円 555 万円 63.9％
236 万円 27.2％

福 祉 企 業
セ ン タ ー 5529 万円 1832 万円 33.1％

1815 万円 32.8％
ケーブルテレビ
事 業 2 億 8788 万円 1 億 2018 万円 41.7％

8103 万円 28.1％

平成 25 年度　一般会計予算の補正状況

  歳　入

  歳　出

収入済額　63 億 7792 万円
収 入 率　36.8％

　市では年 2 回、財政の執行状況等を市民の皆さんに公
表しています。今回は平成 25 年 4 月から 25 年 9 月末
まで（数値は 9 月末現在）の状況です。なお、さらに詳
細なデータは飯山市ホームページでご覧いただけます。

400 億

　市の借金である市債の残高は順調に減少しています。
　今後も計画的に返済を行い、健全な財政運営に努めます。

（各年の残高数値は 9 月末現在）

長期借入金残高の推移（全会計）

【6 月補正】補正額：△ 1 億 9701 万円
・駅西地区整備事業（△ 1 億 3695 万円）
・区画整備関連（市道 1-522 号改良）事業
　　　　　　　　　              （△ 8799 万円）
・都市計画道路静間線整備事業（1700 万円）
・農業施設災害復旧事業（748 万円）

一般会計 歳入歳出予算額 173 億  869 万円

1．一般会計の状況

平成 25 年度
当初予算

（繰越含む）
172 億

8462 万円

【主な事業】（補正分）

218 億 6652 万円

354 億 9070 万円
330 億 8527 万円

303 億 4505 万円
282 億 1162 万円

H25

259 億 1197 万円
240 億 401 万円

H19H18 H20 H21 H22 H23

226 億 4087 万円

H24

飯山市の財政事情
平成 25 年度上半期の財政状況
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支出済額　50 億 4747 万円
執 行 率　29.2％

【９月補正】補正額：2 億 2108 万円
・除雪対策事業（8064 万円）
・道路維持事業、市道舗装修繕事業（2040 万円）
・交付金道路新設・改良事業（1750 万円）
・ふるさと寄付金推進事業（1735 万円）
・新幹線開業 PR 推進事業（830 万円）
・土木施設災害復旧事業（3920 万円）
・農業施設災害復旧事業（330 万円）

0

100 億

200 億

300 億

飯山市の水道事業が始まり今年で 60 年。
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6 月補正減額分



１  職員の任免および職員数に関する状況
【職員の採用・退職状況】 【部門別職員数の状況と主な増減理由】

 部   門
区   分

職員数 ( 人 )
増減 主な増減理由24 年度 25 年度

一 般 行 政

議　会 ３ 3
総務企画 52 51 △ 1 行政改革による減 
税　務 12 12
民　生 50 49 △ 1 行政改革による減 
衛　生 12 13 1 行政改革による増
農　林 15 15
商　工 8 10 2 行政改革による増 
土　木 31 31  

特 別 行 政 教　育 42 42

公営企業等
水　道 8 8
下水道 5 5
その他 15 15  

合　計 253 254 1

【一般行政職の平均給料月額と
  平均年齢の状況】 　（Ｈ 25 年４月１日現在） 

平均給料月額 平均年齢
33 万 13000 円 44.2 歳

（注）職員手当には、退職手当を含みません。

【特別職報酬などの状況】
（H25 年 4 月 1 日現在）

区　分 給料月額等
市　長 714,000 円
副市長 585,000 円
教育長 508,000 円
議　長 328,000 円
副議長 281,000 円
議　員 263,000 円

【期末手当支給割合】
給料月額等 ×1.4× 下記の月数   

  ６月期 :1.4 月   12 月期 :1.55 月

平成 24 年度中に新たに育児休業を取得した職員の数
取得者数 取　得　期　間
男 女 3 か月以下 3 か月超え

6 か月以下
6 か月超え
9 か月以下

9 か月超え
1 年以下

1 年超え
3 年以下

－ 2 － － － 1 1

【職員の勤務時間】1 週間 38 時間 45 分、勤務の割振り：月曜日
から金曜日。１日の勤務時間：午前８時 30 分から午後５時 15 分。（途
中 1 時間の休憩時間を設け 7 時間 45 分）

【休暇等の種類】年次休暇、療養休暇、特別休暇（夏季、結婚、産前産後、
子の看護、忌引、ボランティア活動等）、育児休業、介護休暇等

【年次休暇】年 20 日。使用しなかった年次休暇は翌年次に限り繰
り越して使用可。平成 24 年中の平均取得日数は 8.4 日。

【育児休業、介護休暇の取得状況等】 ( 右表参照 )

分限処分の件数（Ｈ 24 年度） 処分の主な理由
免職 休職 降任 降格 計  －－ － － － －

懲戒処分の件数（Ｈ 24 年度） 処分の主な理由
免職 停職 減給 戒告 計 交通事故によるもの－ － － 1 1

【分限処分】　一定の事由によって職員がその職務を十分に果たすこと
ができない場合などに、職員の意に反する不利益な身分上の変動をも
たらす処分で、公務能率の維持向上を図ることを目的としています。

【懲戒処分】　職員の一定の服務義務違反に対して職員に科する制裁と
しての処分。規律の維持を目的として職員の道義的責任を問うもの。

　職員の服務の根本基準は、地方公務員法第 30 条に「すべて職員は、全体の奉仕者
として公共の利益のために勤務し、且

か
つ、職務の遂行に当っては、全力を挙げてこれ

に専念しなければならない」と規定されています。この趣旨を具体的に実現するため、
同法では、営利企業等の従事制限等を職員に課しており、その他にも職務命令等に従
う義務、信用失墜行為の禁止、守秘義務、職務専念義務、政治的行為の制限、争議行
為等の禁止等の義務を地方公務員に課して
います。平成 24 年度中の本市における営
利企業等への従事許可の状況（地方公務員
法第 38 条第１項の規定による任命権者の
許可を受けたもの）は次のとおりです。

【研修の実施状況（平成 24 年度）】
区　　分 内　　容

独自研修 職員人権同和研修、実地体験研修、人事評価者研修、メンタルマネジメ
ント研修、主査研修、接遇研修

市以外が主催
する研修会

税務職員初任者研修、一般行政職員研修、給与事務研修会、メンタルヘ
ルス研修、北信三市主査研修、人事管理研修、北信三市管理者研修会、
先進都市行政視察、係長研修、新規採用職員研修、法務研修、市町村ア
カデミー・国際アカデミー受講、エネルギー管理講習

【勤務成績の評定の状況】
　人事評価は、前年度に引き続き全職員を対象に試行しました。

【健康診断等の実施内容】

レントゲン間接撮影、胃集団検診、
大腸ガン検診、人間ドック、婦人
ガン検診、総合健康診断

【公務災害等の発生
　および認定状況】

公務災害 通勤災害
発生 認定 発生 認定
3 3 1 1

【福利厚生事業】
ア．互助会は、職員（会員 259 人）からの会費（給料月額の 1000
　分の 4.5 に相当する額。Ｈ 24 年度　約 4,546 千円）等で運営さ
　れています。なお、互助会が実施する慶弔金、見舞金、
　資金の貸付、生活物資のあっせんなどの事業の費用は、会費など
　により賄われています。
イ．職員の共済制度は、他の健康保険や厚生年金の制度と同様に地
　方公務員等共済組合法に基づき、職員と市とにおいて分担・拠出
　する財源により短期給付事業、長期給付事業、福祉事業等を行っ
　ています。

平成 24 年度中に新たに介護休暇を取得した職員の数
取得者数 取　得　期　間
男 女 １月

以下
１月超え
２月以下

２月超え
３月以下

３月超え
４月以下

４月超え
５月以下

５月
超え

－ － － － － － － －

申請
件数

承認
件数 承認した主な事項

3 3 公民館専門部員、統計
調査等

※職員数は一般職員に属する職員数であ
り、地方自治法、公益法人等への派遣等
に関する条例に基づく派遣職員を含み、
臨時または非常勤職員を除いています。

【職員手当の状況】 　  （H25 年 4 月 1 日現在）

区　分
飯山市

国
期末 勤勉

期
末
・
勤
勉
手
当

６月期 1.225 月分 0.675 月分

同　
左

（特定幹部職員）（1.025 月分）（0.875 月分）
12 月期 1.375 月分 0.675 月分

（特定幹部職員）（1.175 月分）（0.875 月分）
合　計 　2.6 月分   1.35 月分

（特定幹部職員） （2.2 月分）  （1.75 月分）
自己都合 勧奨・定年

退
職
手
当

勤続 20 年 23.03 月分 28.7875 月分
勤続 25 年 32.83 月分 38.955 月分
勤続 35 年 46.55 月分 55.86 月分
最 高 限 度 55.86 月分 55.86 月分
その他特例 退職時特別昇給は未実施

※他に扶養手当、住居手当、通勤手当等があります。

２  職員の給与の状況

３  職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

４  職員の分限および懲戒処分の状況

５  職員の服務の状況

６  職員の研修と勤務成績の評定の状況

７  職員の福祉と利益の保護の状況
【産業医および衛生委員会の設置】
　職員の衛生および健康の管理を行うため産業医を置くとともに、
職員の危険および健康障害を防止するための基本となるべき対策、
公務災害の原因の調査および再発防止対策その他職員の安全および
衛生に関することについて調査審議するため衛生委員会を設置して
います。

【人件費と職員給与費の状況】
　①人件費の状況（Ｈ 24 年度普通会計決算）

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A）
132 億 1310 万 1000 円 19 億 9804 万円 15.1％

　②職員給与費の状況（Ｈ 24 年度普通会計当初予算）

職員数
（A）

給　　　与　　　額 １人あたり
給与費

（B/A）
共済費給　料 職　員　手　当 計（B）うち期末・勤勉手当

226 人 8 億 8556 万円 4 億 8157 万円 3 億 1836 万
8000 円 13 億 6713 万円 604 万円 3 億 5416 万

4000 円

【一般行政職の初任給と経験年数別学歴別
  平均給料月額の状況】　　　　  （H25 年 4 月 1 日現在）

採用
区分 大学卒 高校卒

初任給 172,200 円 140,100 円

経
験
年
数

10 年以上 15 年未満 288,400 円 240,000 円
15 年以上 20 年未満 324,700 円 289,800 円
20 年以上 25 年未満 344,000 円 320,700 円
25 年以上 30 年未満 377,200 円 341,700 円
30 年以上 35 年未満 405,600 円 372,100 円

35 年以上 432,500 円 388,900 円

飯
山
市
の

人
事
行
政
運
営
状
況

採用者数　　　　　 　Ｈ25.4.1
職　種 上級職 中級職 初級職 合　計
人　数 5 4 1 10

公
表

飯山市の人事行政運営状況

退職者数　Ｈ 24.4.1 ～Ｈ 25.3.31
退職事由 定年 定年以外の退職 合　計

人数 3 6 9

施設名（地区名）  測定日 天候 測定
区分 測定値

飯 山 市 役 所（飯山） 11/27 晴 １ｍ 0.07
あ き は 保 育 園（飯山） 11/27 晴 地表 0.07
中 央 幼 稚 園（飯山） 11/27 晴 地表 0.08
め ぐ み 保 育 園（飯山） 11/27 晴 地表 0.09
し ろ や ま 保 育 園（飯山） 11/27 晴 地表 0.08
秋 津 保 育 園（秋津） 11/27 晴 地表 0.07
木 島 保 育 園（木島） 11/27 晴 地表 0.08
瑞 穂 保 育 園（瑞穂） 11/27 晴 地表 0.07
いずみだい保育園（柳原） 11/27 晴 地表 0.08
常 盤 保 育 園（常盤） 11/27 晴 地表 0.08
と が り 保 育 園（太田） 11/27 晴 地表 0.07
し ら か ば 保 育 園（岡山） 11/26 曇 地表 0.12
飯 山 小 学 校（飯山） 11/27 晴 地表 0.07
秋 津 小 学 校（秋津） 11/27 晴 地表 0.08
木 島 小 学 校（木島） 11/27 晴 地表 0.08
東 小 学 校（瑞穂） 11/27 晴 地表 0.09
泉 台 小 学 校（柳原） 11/27 晴 地表 0.06
常 盤 小 学 校（常盤） 11/27 晴 地表 0.06
戸 狩 小 学 校（太田） 11/27 晴 地表 0.07
岡 山 小 学 校（岡山） 11/26 曇 地表 0.07

　〃 11/26 曇 １ｍ 0.07
城 南 中 学 校（飯山） 11/27 晴 地表 0.08
城 北 中 学 校（常盤） 11/27 晴 地表 0.08

　11 月中の市内空間放射線量測定値を公表します。
測定の結果、健康に影響を与えるおそれのある数値

（0.19 μ Sv/h）は測定されておりません。
（月内に複数回測定する箇所は最新測定値です）

市内空間放射線量測定値
市民環境課 生活環境係 ☎ 62-3111 内線 191･192

　住民基本台帳法に基づき、平成 24 年 11 月１日から平成
25 年 10 月 31 日までの住民基本台帳閲覧状況を公表します。

閲覧することができる場合
　公益性が高いと認められる調査研究等や公共的団体が行う
地域住民のための福祉活動。営利以外の目的で行う居住関係
の確認のうち、訴訟の提起その他特別な事由がある場合。

【国および地方公共団体の機関による閲覧】
機関の名称 請求事由の概要 閲覧年月日 閲覧の範囲

自衛隊長野地方
協力本部 自衛官の募集 H25.1.30 H7.4.2 ～ H8.4.1 の

間に生まれた男女

 公表 住 民 基 本 台 帳
閲 覧 状 況

市民環境課 市民係 ☎ 62-3111 内線 151・156

申出者 利用目的の概要 閲覧年月日 閲覧の範囲

（株）共立プラン
ニング

野沢温泉村公営住
宅設置に関するア
ンケート

H24.12.11
大字飯山、瑞穂、瑞穂豊、
照岡、一山の S38.1.1 ～
H4.12.31 生まれの男女

NHK 長野放送局 全国個人視聴率調査 H25.5.7 大字野坂田の明治初～
H18 生まれの男女

（株）日本リサー
チセンター

家計の金融行動に
関する世論調査 H25.5.9 大字飯山 4 ～ 1728 番

地の満 20 歳以上の男女

NHK 長野放送局 日本人の意識調査 H25.9.11 大字飯山の明治初～ H9
生まれの男女

（株）日本リサー
チセンター

NHK「教育と仕事
に関する全国調査」 H25.9.30 大 字 飯 山 の 満 30 歳

～ 64 歳の男女

【個人または法人による閲覧】

13 市報いいやま / 13.12 12
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　11 月 16 日、なべくら高原森の家においてやまびこフォー
ラム 2013in 飯山が開催されました。
　このフォーラムは、毎年、県内各地で自主的・主体的な地
域づくりの推進と相互の情報交換を目的として開催されて
おり、地域づくりに取り組む皆さんの団体である、地域づく
りネットワーク長野県協議会と長野県が主催しています。今
回は、過疎化が進み低下する北信地域の集落機能を課題とし
て、「集落を考える」というテーマのもと飯山市で開催され
ました。
　「長野県の集落を考える」対談で、哲学者で立教大学大学
院 21 世紀社会デザイン研究科教授の内山節さんは「新しい
ことを生み出
していく時代
と、 古 き 良 き
伝統に回帰し
ていく時代は
交互に訪れる
という歴史が
あ る。 現 在 の
世 相 は、 後 者
であり、自然と人間が風土で調和する時代ではないか。」と
話されると、阿部知事は「長野県を大都市として豊かにする
のではなく、自然の中で、地域の資源を活かした精神的安定
のある豊かな県にしていきたい。」と話されました。
　このあと、参加者の皆さんには北信地方の郷土料理の昼食
を召し上がっていただき、その後行われた分科会では、岡山
地区温井、瑞穂地区北原、栄村小滝に分かれて各区の集落機
能の維持、集落の活性化を図る取り組みが紹介されました。

『「しあわせ信州」を見つけようプロジェクト』で特別賞を受賞
 秋津小学校 4 年生が教育長に受賞報告

11 月 26 日　市役所
　県の総合 5 ヵ年計画である「しあわせ信州創造プラン」
を推進するプロジェクトのひとつとして、しあわせ信州に対
する思いを表現した写真や俳句などの作品を募集し、表彰す
る『「しあわせ信州」を見つけようプロジェクト』で特別賞
を受賞した秋津小学校 4 年生の代表 3 名の児童が校長先生、
担任の先生と来庁し、長瀬教育長に受賞報告を行いました。
　担任の堀先生は、「4 年生になった 4 月から飯山市につい
て調べ、飯山検定に向けて学習していた中で、応募しました。
こ の よ う な 賞
を 受 賞 で き た
こ と は 子 ど も
た ち の 学 習 の
励 み に な り ま
す。」と児童た
ち の 受 賞 に 目
を 細 め て い ま
した。

第 36 回東日本軟式野球県大会で優勝の快挙
 　飯山深雪クラブが市長を表敬訪問

11 月 27 日　市役所
　９月 28 日に佐久市で決勝が行われた第 36 回東日本軟式
野球県予選大会で優勝し、県代表になった飯山深雪クラブの
山岸明広監督と、田中秀樹主将が市長を表敬訪問し、戦績を
報告しました。
　飯山深雪ク
ラブは前身の
飯山クラブか
ら創部 33 年の
伝統あるチー
ム で す。 軟 式
野球連盟高水
支部に加盟し
連盟主催の大会に出場していて、ほとんどが市内在住、出身
の選手で構成されています。
　足立市長は「野球をはじめ、さまざまなスポーツで全国大
会に出場する市内のチームや選手が増えていて、たいへん嬉
しい。来年 5 月の本大会では長野県代表として飯山の若い
パワーを爆発させてきてください。」と健闘を祈りました。

テーマは「集落を考える」
  やまびこフォーラム 2013in 飯山開催

11 月 16 日　なべくら高原 森の家
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事

   
故
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いいやま住んでみません課 住宅係 ☎ 62-3111 内線 252

市営住宅入居者募集

　市では、市営住宅について、下記のとおり補充入居者を募
集します。申込方法、入居資格など詳しくは、いいやま住ん
でみません課までお問合わせください。

【募集団地・戸数】
　福寿町団地　1戸　　神明ヶ丘若者住宅　1戸
　水上団地　2 戸　　　曙町団地　1戸

【申込用紙配布・募集受付期間】　
平成 26 年1月6日㈪から平成 26 年1月17日㈮まで（休日等の
閉庁日を除く）8:30 から17:15まで

【選考方法、抽選の日時及び場所】
選考方法　：申込件数が募集戸数を超えた場合は抽選とします。
抽選の日時：平成 26 年1月27日㈪ 10:00 から
飯山市役所４階　第２委員会室

【申込用紙配布・受付場所】
飯山市役所　いいやま住んでみません課  住宅係（市役所２階）
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国内最大のお米のコンクール
 米食味分析鑑定コンクール国際大会受賞報告会

12 月 3 日　市役所
　11 月 23 日、
24 日に宮城県
七 ケ 宿 町 で 開
催された第 15
回 米 食 味 分 析
鑑 定 コ ン ク ー
ル国際大会で、
入 賞 し た 皆 さ
ん が 市 長 を 表
敬訪問し、受賞報告を行いました。
　同大会で金賞を受賞したのは太田の小野沢春海さん、常盤
の鈴木和夫さん、木島小学校 5 年生は 2 年連続の受賞です。
特別優秀賞を受賞したのは（株）とざま（今清水司郎代表）、
岡山の沼田浩徳さん、太田の金崎隆さんです。また、都道府
県代表として優秀賞を受賞した太田の金崎和昭さんと、他の
3 大会で入賞している（農）ファームステーション木島の佐
藤嘉一さんからもあわせて受賞報告がありました。



　

　このコーナーでは、平成 27 年春の北陸新幹線の延伸をひとつの契機に、交流人口の増加と地域経済の活性化を図ることを
目的に飯山市と観光交流都市協定を締結した都市の観光情報をご紹介していきます。各都市の魅力を感じていただき、新幹線
開業を前に訪れてみてはいかがでしょうか。

観光交流都市情報

16

石川県 七尾市新潟県 糸魚川市

　雪に映える幻想的な絵模様を夜空に描く新作のスター
マインや、打ち上
げ花火が冬の能登
の澄んだ空気を大
きく震わせます。
　冬花火と同時開
催される「海鮮ま
るごと大鍋とうま
いもん市」の海鮮
鍋は和倉温泉の料
理長たちが一堂に会し、一度に 2000 食分を作る和倉温泉
冬の名物。直径２㍍以上の大鍋には、カニ、牡蠣、甘エビ、
イカだんごなどが入り、日本海の冬の味覚が存分に味わ
えます。花火を見ながらフーフーと食べるアツアツのう
まさは体も心も温まり、格別です。

日時　平成 26 年 1 月 12 日（日）
         11:00 ～ 21:00（冬花火は 20:00 から）
          ※荒天の場合、翌日に延期
場所　和倉温泉シーサイドパーク
お問い合わせ
      　和倉温泉観光協会  ☎ 0767-62-1555

和倉温泉冬花火＆
海鮮まるごと大鍋とうまいもん市海鮮まるごと大鍋とうまいもん市
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information of M
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みゆき野みゆき野みゆき野みゆき野みゆき野みゆき野
広域情報 みゆき野みゆき野みゆき野
広域情報 かわら版みゆき野  

野　沢
温泉村

 栄
　  村

木 島
平 村
　11 月 23・24 日、「第 15 回米・食味分析
鑑定コンクール：国際大会」が宮城県七ヶ宿
町で開催されました。応募総数 3,954 点の中
で各部門の最終選考に残ったお米の官能審査
を行い、特別優秀賞と金賞が決定されました。
村では、総合部門で金賞３人と、特別優秀賞
を２人が受賞。栽培別部門（若手農業経営者

木島平米が 3 部門でノミネート!!
「米 ･ 食味分析鑑定コンクール：国際大会」結果発表

　野沢温泉アリーナプール棟跡
地に建設しております新たな温

冬の味覚をご堪能ください
日本海・糸魚川荒波あんこう祭り

　糸魚川の冬の味覚「あんこう」を楽しむイベントです。
　迫力満点のあ
んこうのつるし
切り、あんこう
汁の販売、網焼
きコーナー、地
元の特産品の販
売などが行われ
ます。 

○糸魚川会場 
日  に  ち　平成 26 年 1 月 26 日（日） 
場　    所　糸魚川本町通り特設会場 
お問い合わせ　糸魚川市観光案内所 ☎ 025-553-1785 
○青海会場 
日  に  ち　平成 26 年 2 月 2 日（日） 
場　    所　親不知ピアパーク 
お問い合わせ　糸魚川市観光協会青海支部 ☎ 025-562-2352 
○能生会場
日  に  ち　平成 26 年 2 月 9 日（日） 
場　    所　マリンドリーム能生 
お問い合わせ　マリンドリーム能生 ☎ 025-566-3456 
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12 月12日オープン !!
　野沢温泉スパリーナ

泉施設「野沢温泉スパリーナ」
が 12 月 12 日に一部オープン
します。
　「温泉文化を継承する通年リ
ゾート施設」をコンセプトとし
ており、大露天風呂と源泉掛け流しの展望露天風呂がオー
プンします。どちらの露天風呂も水着着用の男女共用施設
ですので、家族で一緒に入浴することもできます。既存の
屋内の入浴施設も今までどおり利用いただけ、レストラン
シャンテルのメニューも一新しましたので、ぜひ、お出か
けください。
■利用料金　　大人　700 円　　小人 500 円
■営業時間　   温　　　泉：13:00 ～ 20:30
　　　　　　　レストラン：12:00 ～ 20:00
■休 館 日　　12 月～ 3 月は無休
■お問い合わせ　野沢温泉スパリーナ　☎ 85-4567

部門）では特別優秀賞を１人が受賞。そ
して小学校部門では木島平小学校が４
年連続の金賞を受賞するなど、平成 20
年から６年連続の上位入賞により、木島
平米のブランドも徐々に全国に広がっ
てきました。
■お問い合わせ　木島平村役場交流産業室 ☎ 82-3111( 内線 136)

　県内の市町村が、地域の
魅力を 30 秒のコマーシャル
に込めて伝える「第 13 回ふ
るさとＣＭ大賞 NAGANO」
の最終審査が 12 月 1 日、長
野市で開催され、応募され
た 83 作品のなか、予選を通
過した 25 作品がステージ PR に挑みました。
　飯山市からは「ちーむこまぁしゃる 2013」が「ぼんじゅー
る！新幹線」のタイトルで参加しました。新幹線飯山駅開
業を 2020 年東京オリンピック誘致と見立てて PR し、有名
キャスターを風刺した “ 千曲川クリスタル ” の名演技が注
目を集め、特別賞である「主演女優賞」を受賞しました。
　これにより年間 30 回のテレビ放映が行われ、新幹線駅開
業を控えた飯山市の PR にも大きく貢献します。CM 制作に
尽力された皆様大変ご苦労様でした。
　最終審査会の模様は、1 月 4 日（土）午後 3 時 30 分から
abn でテレビ放映の予定です。皆さんもぜひご覧ください。

ふるさと CM 大賞で
審査員特別賞を受賞
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。
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　さかえ倶楽部スキー場は
12 月 21 日 ㈯ に 2013/14
シーズンがオープンします。
当日は午前 10 時からオープ
にングセレモニーを行い、イ
ノシシ汁や、甘酒などのサー
ビスが行われます。なお、
オープン日はご来場者全員
リフト料金が無料となって
いますので、ぜひ、さかえ倶
楽部スキー場にお越し下さ
い。
　また、12 月 27 日までは

初滑りサービス期間としてリフト１日券が半額！大好評の
平日シーズン券（5000 円）、シニアシーズン券（10000 円）
など、お得なリフト券もたくさん用意していますので、ぜ
ひご利用ください。
■お問い合せ　さかえ倶楽部スキー場　☎ 87-3333

12 月21日オープン !!
　さかえ倶楽部スキー場




